
内藤さん

大
阪
工
機

　
大
阪
工
機
が
販
売
す
る

「
ア
ル
フ
ァ
ク
リ
ー
ナ
ー
」

は
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

ア
ル
フ
ァ
　
シ
ス
が
開
発
し

た
ツ
ー
ル
ホ
ル
ダ
ー
テ
ー
パ

ー
部
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
装

置
。

　
テ
ー
パ
ー
部
に
付
着
し
た

オ
イ
ル
、
ゴ
ミ
な
ど
汚
れ
の

除
去
は
工
具
の
揺
れ
精
度
の

向
上
や
接
触
界
面
の
精
度
維

持
、
工
具
寿
命
の
延
長
に
つ

な
が
る
。
こ
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
装
置
に
よ
り
、
従
来
は
手

作
業
で
行
わ
れ
て
い
た
洗
浄

が
手
早
く
簡
単
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
上
部
に
ツ
ー
ル
ホ
ル

ダ
ー
を
載
せ
２
本
の
固
定
グ

リ
ッ
プ
で
ホ
ル
ダ
ー
を
固
定

し
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と

３
本
の
ブ
ラ
シ
が
下
部
の
ド

ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
の
動
力
で

回
転
、
テ
ー
パ
ー
部
を
洗
浄

す
る
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
は
５
―

秒
で

交
換
可
能
。
テ
ー
パ
ー
の
種

類
に
あ
わ
せ
て
５
種
類
を
用

意
し
て
い
る
。

田
倉
工
具
製
作
所

　
田
倉
工
具
製
作
所
は
ツ
ー

リ
ン
グ
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
信
頼
で
き
る
商
品
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
。
テ
ス
ト

バ
ー
、
ラ
イ
ン
バ
ー
、
高
精

度
ス
ピ
ン
ド
ル
な
ど
の
精
密

研
磨
や
特
殊
セ
ン
タ
ー
、
大

型
セ
ン
タ
ー
の
他
、
あ
ら
ゆ

る
テ
ー
パ
ー
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

品
を
製
作
し
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ジ
付
き
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ー

リ
ン
グ
バ
ー
な
ど
、
標
準
品

に
限
ら
ず
特
殊
ツ
ー
リ
ン
グ

の
製
造
に
も
対
応
し
て
い

る
。

　
新
製
品
の
「
エ
ク
ス
チ
ェ

ン
ジ
ホ
ル
ダ
ー
」
は
、
取
り

換
え
式
ヘ
ッ
ド
用
の
モ
ジ
ュ

ラ
ー
ホ
ル
ダ
ー
。
シ
ャ
ン
ク

は
Ｂ
Ｔ

、
取
り
付
け
サ
イ

ズ
は
４
サ
イ
ズ
、
突
き
出
し

量
は

と
１
１
０

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
ま
た
シ

ャ
ン
ク
や
刃
物
の
取
り
付
け

形
状
、
有
効
長
か
ら
開
発
設

計
も
行
う
。

　
同
社
は
取
り
扱
い
製
品
を

掲
載
し
た
製
品
カ
タ
ロ
グ
を

発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
申
し
込
み
で
無
料
配
布
し

て
い
る
。

大
昭
和
精
機

　
大
昭
和
精
機
の
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ス

マ
ー
ト
ダ
ン
パ
ー
」
は
、
深
穴

ボ
ー
リ
ン
グ
や
長
い
突
き
出
し

に
よ
る
加
工
で
生
じ
る
ビ
ビ
リ

を
瞬
時
に
減
衰
す
る
。
内
部
に

特
殊
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ダ
ン
パ

ー
を
設
け
た
高
い
防
振
効
果
に

よ
り
、
加
工
能
力
が
従
来
の
５

―
６
倍
向
上
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
加
工
径
の
縮

小
を
最
小
限
に
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ホ
ル
ダ
ー
は
高
精

度
仕
上
げ
ボ
ー
リ
ン
グ
「
Ｅ
Ｗ

Ｎ
ヘ
ッ
ド
」
が
取
り
付
く
二
面

拘
束
ビ
ッ
グ
プ
ラ
ス
ボ
ー
リ
ン

グ
ホ
ル
ダ
ー
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
は
Ｂ
Ｂ
Ｔ

、
ゲ
ー
ジ
ラ

イ
ン
か
ら
チ
ッ
プ
ま
で
の
全
長

２
９
９

、
３
７
１

、
４
５

１

の
３
種
類
。

　
フ
ラ
イ
ス
カ
ッ
タ
ー
専
用
の

フ
ェ
イ
ス
ミ
ル
ア
ー
バ
Ｆ
Ｍ
Ｈ

型
は
、
シ
ャ
ン
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

カ
ッ
タ
ー
の
間
に
、
防
振
機
構

を
組
み
込
ん
だ
ダ
ン
パ
ー
ヘ
ッ

ド
を
連
結
。
突
き
出
し
の
長
い

フ
ェ
イ
ス
ミ
ル
加
工
で
も
刃
先

に
近
い
位
置
で
ビ
ビ
リ
を
抑
制

す
る
。

イ
ワ
タ
ツ
ー
ル

　
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
の
「
ト
グ
ロ

ン
ハ
ー
ド
ロ
ン
グ
ド
リ
ル
」
は

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
Ｃ
ス
ケ
ー
ル
硬

さ

Ｈ
Ｒ
Ｃ

―

の
焼
き

入
れ
鋼
に

Ｄ
以
上
の
深
穴
加

工
が
可
能
。
金
型
へ
直
彫
り
加

工
を
行
っ
た
後
、
放
電
加
工
機

に
ワ
ー
ク
を
移
す
こ
と
な
く
、

そ
の
ま
ま
ド
リ
ル
で
エ
ジ
ェ
ク

タ
ー
ピ
ン
や
、
冷
却
穴
な
ど
の

深
穴
加
工
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
ワ
ン
マ
シ
ン
・
ワ
ン
プ
ロ

セ
ス
で
加
工
が
で
き
る
た
め
、

工
程
削
減
や
穴
位
置
精
度
、
寸

法
精
度
の
向
上
な
ど
の
効
果
が

期
待
で
き
る
。

　
ま
た
新
製
品
と
し
て
、
位
置

決
め
、
面
取
り
専
用
の
「
Ｇ
Ｓ

Ｓ
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ド
リ
ル
」

を
発
売
。
面
取
り
用
の

度

と
、
チ
ッ
ピ
ン
グ
の
防
止
が
可

能
な
角
度
の
大
き
い
１
３
５
度

の
２
種
類
を
用
意
。
２
段
平
面

と
シ
ン
ニ
ン
グ
の
採
用
に
よ

り
、
位
置
精
度
が
向
上
、
ス
ム

ー
ズ
な
穴
あ
け
が
可
能
と
な
っ

た
。
直
進
性
に
も
優
れ
深
穴
加

工
も
安
心
。
刃
径
は
直
径
３
・

０

―

・
０

。

Ｍ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
Ｍ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
焼
き
ば
め
ホ
ル
ダ
ー

「
ス
リ
ム
ラ
イ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｏ
」

は
、
振
れ
精
度
１

以
内

の
超
高
精
度
微
細
切
削
用
焼

き
ば
め
ホ
ル
ダ
ー
。
ホ
ル
ダ

ー
の
加
工
精
度
を
限
界
ま
で

高
め
、
高
精
度
な
工
具
シ
ャ

ン
ク
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
高
い
振
れ
精
度

を
実
現
し
た
。

　
工
具
の
保
持
は
ホ
ル
ダ
ー

の
加
熱
・
冷
却
に
よ
り
行
う

焼
き
ば
め
方
式
で
、
誰
で
も

簡
単
に
高
精
度
な
取
り
付
け

け
が
で
き
る
。
高
精
度
な
ホ

ル
ダ
ー
で
加
工
を
行
え
ば
、

加
工
面
の
精
度
が
向
上
し
、

ま
た
工
具
寿
命
も
延
長
で
き

る
。

　
部
品
の
小
型
化
、
高
密
度

化
、
高
精
度
化
が
進
む
光

学
、
医
療
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
分
野
な
ど
で
は
、
数

以
内
で
把
持
で
き
る
ツ
ー

リ
ン
グ
の
要
求
が
高
ま
っ
て

お
り
、
０
・
１

以
下
の

切
削
加
工
や
高
硬
度
の
鏡
面

仕
上
げ
加
工
の
超
精
密
加
工

で
威
力
を
発
揮
す
る
。

ム
ラ
キ

　
ム
ラ
キ
は
２
０
１
１
年
よ

り
台
湾
の
切
削
工
具
メ
ー
カ

ー
、
Ｎ
ｉ
ｎ
ｅ
９

ナ
イ
ン

・
ナ
イ
ン

の
販
売
権
を
獲

得
し
、
３
年
目
を
迎
え
た
。

　
ナ
イ
ン
・
ナ
イ
ン
は
イ
ン

サ
ー
ト
式
切
削
工
具
の
設
計

製
造
や
モ
ミ
ツ
ケ
加
工
・
Ｃ

面
取
り
加
工
・
刻
印
加
工
な

ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

急
成
長
を
し
て
い
る
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
。
ま
た
革
新
的
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
、
高
効
率

な
切
削
工
具
や
高
い
耐
久
性

を
持
つ
ス
ロ
ー
ア
ウ
エ
ー
式

ツ
ー
ル
を
、
世
界

カ
国
以

上
に
提
供
し
て
い
る
。

　
業
界
初
の
イ
ン
サ
ー
ト
式

セ
ン
タ
ー
ド
リ
ル
「
ｉ
―
Ｃ

ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
」
は
イ
ン
サ
ー

ト
交
換
の
手
軽
さ
と
、
独
自

の
取
り
付
け
方
法
に
よ
り
工

具
補
正
の
必
要
が
な
い
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
で
注
目
さ
れ
て

い
る
。

切削工具とツーリング有力企業の製品・技術〈順不同〉

　
印
刷
技
術
を
使
っ
て
電
子
デ
バ
イ
ス
を
製
造

す
る
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

Ｐ
Ｅ

の
世
界
最
大
規
模
の
製
品
展
示
と
講

演
を
行
う
「
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
・
ア
ジ
ア
２
０
１
３
」

英
Ｉ
Ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
Ｅ
ｘ
主
催
、
日
刊
工
業
新
聞
社
後
援

が
７

月
９
、

日
に
東
京
・
西
新
宿
の
ヒ
ル
ト
ン
東

京
で
開
か
れ
る
。
盛
り
上
が
る
Ｐ
Ｅ
分
野
を
背

景
に
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
各
地
か
ら
最
新

の
研
究
成
果
や
製
品
が
出
そ
ろ
い
、
ユ
ニ
ー
ク

な
研
究
者
や
異
彩
を
放
つ
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
が
多
数
講
演
す
る
。

藤
木
信
穂

プリンテッド・エレクトロニクス・アジア
来月９日開幕 最

新
の
成
果
・
製
品
一
堂
に

印刷法で低コスト化新産業創出を後押し

　
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
高
野
裕
久
教
授
は
、
国
立
環
境
研
究

所
な
ど
と
共
同
で
、
花
粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
が
症
状
を
引
き

起
こ
す
要
因
と
な
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
化
学
物
質
と
く
っ
つ
く
こ
と
で
さ
ら

に
悪
化
す
る
こ
と
を
マ
ウ
ス
実
験
で
突
き
と
め
た
。そ
の
う
え
で
、骨
髄
由

来
の
培
養
細
胞
を
用
い
た
化
学
物
質
の
簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
を
開
発

し
た
。判
定
ま
で
１
週
間
以
内
で
済
み
、低
コ
ス
ト
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

将
来
的
に
は
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
万
能
細
胞
を
使
っ
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

実
施
も
視
野
に
入
れ
る
。成
果
は

日
の
日
本
毒
性
学
会
で
報
告
す
る
。

電
流
と
磁
場
で
差
異
デ
バ
イ
ス
省
力
化
に
道
京
大
東
北
大
強
磁
性
ナ
ノ
細
線
の
障
壁 花粉症などアレルギー性疾患

骨
髄
由
来
細
胞
使
い
簡
易
判
定

京大など新手法
産
総
研
が
微
細
配
線
化
高
い
耐
久
性
電
気
抵
抗
率
、
銅
並
み
多
層
グ
ラ
フ
ェ
ン

細
胞
の
減
数
分
裂
機
構
解
明
正
し
い
位
置
に
染
色
体
分
配
早
大

デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
気
微
粒
子
で
悪
化

「授業改善」など指摘大学の国際化で無駄事業点検文科省

　　 ２０１３年 平成２５年 ６月１８日 火曜日 　　 （ ）

「
課
題
に
挑

む
」
は
休
み

ま
し
た
。
次
回
は

日
に
掲

載
。

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

は
、
シ
ー
ト
状
の
炭
素
構
造

物
が
積
み
重
な
っ
た
多
層
グ

ラ
フ
ェ
ン
を
使
い
、
微
細
配

線
の
作
製
技
術
を
開
発
し

た
。
導
電
性
は
既
存
の
銅
配

線
と
同
程
度
で
、
銅
よ
り
耐

久
性
が
高
い
。
大
規
模
集
積

回
路

Ｌ
Ｓ
Ｉ

向
け
微
細

配
線
へ
の
応
用
が
見
込
め

る
。
銅
配
線
は
電
流
密
度
が

高
い
と
劣
化
し
や
す
い
の
が

課
題
だ
っ
た
。
今
後
は
銅
よ

り
も
電
気
抵
抗
の
低
い
多
層

グ
ラ
フ
ェ
ン
配
線
の
作
製
を

進
め
、
実
用
化
を
目
指
す
。

　
グ
ラ
フ
ェ
ン
は
炭
素
原
子

が
蜂
の
巣
状
に
並
ん
だ
シ
ー

ト
構
造
物
。
優
れ
た
導
電
性

や
耐
熱
性
、
強
度
な
ど
の
特

性
を
持
つ
。
化
学
気
相
成
長

Ｃ
Ｖ
Ｄ

で
サ
フ
ァ
イ
ア

基
板
上
に
グ
ラ
フ
ェ
ン
が

層
程
度
積
み
重
な
っ
た
多
層

グ
ラ
フ
ェ
ン
を
合
成
し
、
酸

化
膜
付
き
シ
リ
コ
ン
基
板
に

転
写
し
て
一
般
的
な
半
導
体

プ
ロ
セ
ス
で
配
線
化
し
た
。

　
作
製
し
た
グ
ラ
フ
ェ
ン
配

線
に
２
５
０
度
Ｃ
で
１
平
方

当
た
り
１
０
０
０
万

と
い
う
高
密
度
電
流
を
流
し

た
と
こ
ろ
、
１
５
０
時
間
経

過
し
て
も
断
線
し
な
か
っ

た
。
ま
た
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
層

間
に
塩
化
鉄
分
子
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
電
気
抵
抗
率
を

銅
と
同
程
度
の
９
・
１

マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０

万
分
の
１

に
で
き
た
。

　
実
用
化
に
向
け
て
、
筒
状

の
炭
素
構
造
物
で
あ
る
カ
ー

ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

Ｃ
Ｎ

Ｔ

を
使
っ
た
３
次
元
配
線

な
ど
の
開
発
も
進
め
る
。

着
眼
セ
ン
ス
磨
け

　
▽

「
領
域
を
定
め
て
ロ

ン
グ
タ
ー
ム
で
取
り
組
む
の

が
研
究
の
基
本
姿
勢
で
、
製

品
も
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
が
多

い
。
私
が
開
発
し
た
美
容
液

の
発
売
は
１
９
９
２
年
で
今

も
人
気
だ
」
と
強
調
す
る
の

は
コ
ー
セ
ー
取
締
役
研
究
所

長
の
内
藤
昇
さ
ん
。

　
▽

リ
ン
脂
質
の
マ
イ
ク

ロ
カ
プ
セ
ル
か
ら
な
る
美
容

液
「
コ
ス
メ
デ
コ
ル
テ
　
モ

イ
ス
チ
ュ
ア
リ
ポ
ソ
ー
ム
」

が
そ
れ
。
「
販
売
５
０
０
万

個
で
売
上
高
に
も
貢
献
し
て

い
る
」
と
胸
を
張
る
。

　
▽

同
社
は

国
内
化
粧
品
メ

ー
カ
ー
３
番

手
、
事
業
規
模

な
ど
厳
し
い
面

も
あ
る
だ
け
に
、
「
何
に
着

目
す
る
か
、
セ
ン
ス
を
磨
か

な
く
て
は
」
と
い
う
。
主
任

研
究
員
時
代
に
手
が
け
た
自

身
の
経
験
を
も
と
に
、
部
下

に
発
破
を
か
け
て
い
る
。

　
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院

の
佐
藤
政
充
准
教
授
ら
は
、

細
胞
の
減
数
分
裂
時
に
染
色

体
が
正
し
く
分
配
さ
れ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
た
。
分
裂
の
開
始
点
か

ら
繊
維
状
の
構
造
物

微
小

管

が
長
く
伸
び
、
染
色
体

を
捕
ま
え
て
正
し
い
位
置
に

引
き
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
分

裂
酵
母
の
観
察
で
明
ら
か
に

し
た
。
さ
ら
に
、
染
色
体
は

「
Ａ
ｌ
ｐ
７
」
と
呼
ば
れ
る

た
ん
ぱ
く
質
を
一
時
的
に
活

性
化
し
、
微
小
管
に
捕
捉
さ

れ
や
す
く
し
て
い
る
こ
と
を

突
き
止
め
た
。

　
減
数
分
裂
時
の
染
色
体
分

配
異
常
は
、
不
妊
症
や
ダ
ウ

ン
症
の
発
症
に
関
連
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
減
数
分

裂
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
は
、

こ
れ
ら
の
病
気
の
予
防
や
治

療
に
結
び
つ
く
と
期
待
さ
れ

る
。

　
分
裂
酵
母
で
の
実
験
は
、

か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所

千

葉
県
木
更
津
市

な
ど
と
共

同
で
実
施
し
た
。
細
胞
分
裂

の
開
始
点

中
心
体

、
微

小
管
、
染
色
体
を
３
色
に
染

色
し
、
分
裂
の
様
子
を
顕
微

鏡
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
観
察

す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
細

胞
内
の
微
細
な
器
官
の
動
き

を
可
視
化
で
き
た
。

　
成
果
は

日
、
英
科
学
誌

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
セ
ル
・
バ
イ

オ
ロ
ジ
ー
電
子
版
に
掲
載
さ

れ
た
。

　
大
気
汚
染
の
原
因
物
質
と

し
て
注
目
を
集
め
た
微
小
粒

子
状
物
質
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」

は
人
工
産
物
に
起
因
す
る
。

高
野
教
授
ら
は
、
そ
の
代
表

格
と
も
い
え
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル

排
気
微
粒
子

Ｄ
Ｅ
Ｐ

を

成
分
ご
と
に
分
け
、
ど
の
成

分
が
ア
レ
ル
ギ
ー
性
ぜ
ん
そ

く
を
悪
化
さ
せ
る
か
検
証
し

た
。
そ
の
結
果
、
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に

含
ま
れ
る
化
学
物
質
の
キ
ノ

ン
が
悪
化
要
因
と
判
明
し

た
。
キ
ノ
ン
は
石
油
・
石
炭

な
ど
、
化
石
燃
料
の
燃
焼
が

不
完
全
な
場
合
に
発
生
す

る
。

　
こ
の
た
め
、
低
量
、
低
毒

性
の
場
合
で
は
、
細
胞
毒
性

や
細
胞
死
に
基
づ
く
毒
性
影

響
よ
り
も
、
不
適
切
な
活
性

化
に
よ
る
か
く
乱
影
響
が
大

き
い
と
み
て
い
る
。
毒
性
レ

ベ
ル
が
低
く
て
も
影
響
を
引

き
起
こ
す
た
め
、
毒
性
影
響

を
見
落
と
す
懸
念
が
あ
る
。

　
高
野
教
授
は
ア
レ
ル
ギ
ー

を
起
こ
し
や
す
い
マ
ウ
ス
の

骨
髄
由
来
の
抗
原
提
示
細
胞

を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
用
い

た
と
こ
ろ
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
気
管

支
ぜ
ん
そ
く
を
悪
化
さ
せ
る

環
境
汚
染
物
質
は
、
こ
れ
ら

の
細
胞
表
面
の
マ
ー
カ
ー

標
識
た
ん
ぱ
く
質

の
発

現
を
増
強
さ
せ
る
。
こ
う
し

た
細
胞
、
マ
ー
カ
ー
を
利
用

す
る
こ
と
で
培
養
細
胞
を
用

い
た
簡
易
評
価
が
可
能
と
な

る
。

　
こ
の
評
価
系
を
用
い
る

と
、
多
く
の
環
境
汚
染
物
質

を
さ
ま
ざ
ま
な
濃
度
下
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
悪
化
へ
の
影
響

の
有
無
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

で
き
る
と
い
う
。
期
間
も
１

週
間
程
度
で
済
み
、
低
コ
ス

ト
で
で
き
る
。
将
来
的
に
ヒ

ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
抗
原
提
示

細
胞
に
分
化
さ
せ
て
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
実
施
も
検
討
し

て
い
る
。

　
京
都
大
学
化
学
研
究
所
の

小
野
輝
男
教
授
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
東
北
大
学
の
大

野
英
男
教
授
ら
と
共
同
で
、

強
磁
性
ナ
ノ
細
線
の
磁
壁
移

動
の
し
き
い
値
を
決
め
る
障

壁
が
、
電
流
と
磁
場
で
異
な

る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
駆
動
装
置

Ｈ
Ｄ
Ｄ

な
ど
の
記
録
デ

バ
イ
ス
で
、
省
力
化
に
つ
な

が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
コ
バ
ル

ト
と
ニ
ッ
ケ
ル
を
積
層
し
た

強
磁
性
薄
膜
を
１
０
０

ナ
ノ
は

億
分
の
１

程

度
の
幅
の
細
線
に
加
工
し
、

室
温
下
で
細
線
中
の
磁
壁
を

電
流
や
磁
場
で
駆
動
す
る
実

験
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
磁

場
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
障

壁
の
大
き
さ
は
、
磁
場
と
電

流
で
異
な
っ
て
い
た
と
い

う
。
磁
場
に
対
し
て
は
室
温

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
４
０
０

倍
、
電
流
に
対
し
て
は
約

倍
あ
っ
た
。
磁
壁
を
磁
場
で

駆
動
す
る
場
合
と
電
流
で
駆

動
す
る
場
合
の
２
種
類
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
障
壁
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
磁
場
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
障
壁
が
情
報
保
持
の
安
定

性
を
決
め
て
、
電
流
に
対
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
障
壁
が
磁
壁

の
移
動
し
や
す
さ
で
あ
る
消

費
電
力
を
決
め
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
小
野
教
授
ら
は

２
種
類
の
障
壁
を
そ
れ
ぞ
れ

制
御
す
る
こ
と
で
高
い
熱
安

定
性
と
低
消
費
電
力
に
つ
な

が
る
と
み
て
い
る
。
成
果
は

日
、
英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ

ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
電
子
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

東
大
の
染
谷
教
授
ら

が
開
発
し
た
体
内
に

埋
め
込
め
る
柔
ら
か

い
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ

同
大
提
供

　
有
機
半
導
体
を
使
っ
て
大

面
積
化
を
容
易
に
す
る
有
機

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
、
折

り
曲
げ
可
能
な
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
に
代
表
さ
れ
る
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

進
展
に
伴
い
、
共
通
し
て
使

わ
れ
る
印
刷
技
術
が
こ
こ
数

年
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

「
Ｐ
Ｅ
」
と
い
う
新
分
野
と

し
て
定
着
し
て
き

た
。

　
Ｐ
Ｅ
の
最
大
の
特

徴
は
、
印
刷
工
程
で
素
早

く
、
か
つ
大
面
積
に
製
造
す

る
こ
と
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化

だ
。
印
刷
技
術
で
一
度
に
製

造
で
き
る
た
め
、
通
常
の
半

導
体
製
造
工
程
で
使
う
高
価

な
露
光
装
置
や
エ
ッ
チ
ン
グ

装
置
な
ど
が
不
要
に
な
る
。

化
学
物
質
の
使
用
量
を
減
ら

せ
る
の
で
環
境
に
も
優
し

い
。
薄
膜
化
に
よ
り
、
基
板

が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
柔
軟
性

を
持
ち
、
デ
バ
イ
ス
が
軽
量

化
で
き
る
の
も
見
逃
せ
な
い

特
色
だ
。

　
日
本
で
は
２
０
０
２
年
ご

ろ
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ

を
中
心
に
関
連
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
走
っ
て

き
た
が
、
近
年
に
な
り
「
Ｐ

Ｅ
」
の
冠
を
つ
け
た
団
体
が

相
次
ぎ
発
足
し
た
。

年
に

産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
多

数
の
メ
ー
カ
ー
が
「
次
世
代

プ
リ
ン
テ
ッ
ド
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
技
術
研
究
組
合
」
を

立
ち
上
げ
、

年
に
は
大
阪

大
学
産
業
科
学
研
究
所
内
に

「
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
会
」
が
設

置
さ
れ
た
。
産
学
官
が
手
を

結
び
、
新
産
業
の
創
出
に
向

け
て
旗
揚
げ
し
て
い
る
。

　

年
の
キ
ッ
ク
オ
フ
か
ら

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る

「
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
・
ア
ジ
ア
」
で

は
ア
ジ
ア
に
加
え
、
欧
州
や

米
国
か
ら
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ

ー
や
素
材
メ
ー
カ
ー
、
大
学

研
究
者
ら
が
一
堂
に
会
す

る
。
有
機
半
導
体
を
使
っ
た

大
面
積
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
東
京

大
学
の
染
谷
隆
夫
研
究
室
か

ら
は
、
関
谷
毅
准
教
授
が
バ

イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
サ
ー

へ
の
応
用
に
つ
い
て
講
演
す

る
。
阪
大
の
能
木
雅
也
准
教

授
は
話
題
の
紙
基
板
「
ナ
ノ

ペ
ー
パ
ー
」
を
紹
介
、
岡
山

大
学
の
金
原
正
幸
特
任
助
教

は
常
温
導
電
性
の
金
属
ナ
ノ

イ
ン
ク
に
関
す
る
最
新
成
果

を
発
表
す
る
。

　
基
調
講
演
で
は
企
業
か
ら

も
報
告
が
あ
る
。
５
月
に
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
匹
敵
す
る
世
界
最
高
の
発

光
効
率
を
持
つ
白
色
有
機
エ

レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン

ス

Ｅ
Ｌ

素
子
を
開
発
し

た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
ほ
か
、

ラ
イ
バ
ル
社
の
コ
ニ
カ
ミ
ノ

ル
タ
も
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
事
業

の
現
状
に
つ
い
て
話
す
。

　
ア
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
解
説

講
座
も
開
か
れ
る
。
主
催
の

英
調
査
会
社
Ｉ
Ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

Ｅ
ｘ
は
、
今
後

年
間
の
Ｐ

Ｅ
の
技
術
ト
レ
ン
ド
や
市
場

調
査
に
関
す
る
最
新
リ
ポ
ー

ト
を
発
表
す
る
予
定
だ
。
対

話
型
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

形
式
で
行
う
講
座
も
あ
り
、

専
門
家
に
よ
る
市
場
調
査
や

Ｐ
Ｅ
に
関
す
る
市
場
の
競
争

環
境
な
ど
の
情
報
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｐ
Ｅ
の
応
用
は
す
で
に
産

業
化
さ
れ
て
い
る
電
子
部
品

や
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
と
ど
ま

ら
ず
、
太
陽
電
池
や
無
線
タ

グ
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
に
至
る
ま
で
、

広
範
な
分
野
へ
の
検
討
が
進

み
つ
つ
あ
る
。
東
大
の
染
谷

教
授
は
「
例
え
ば

塗
る
だ

け
温
度
セ
ン
サ
ー

の
よ
う

な
、
多
様
で
高
機
能
な
印
刷

電
子
部
材
が
今
後
登
場
す
る

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
新
素
材

を
具
体
的
な
応
用
に
結
び
付

け
て
い
く
こ
と
が
、
次
世
代

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
」
と
説
く
。

　
一
方
、
海
外
で
も
ド
イ
ツ

で

日
ま
で
「
プ
リ
ン
テ
ッ

ド
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
国
際

展
示
会

Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
―

Ｃ

」
が
開
か
れ
て
お
り
、

東
大
や
岡
山
大
の
研
究
者
ら

の
発
表
が
注
目
を
浴
び
た
。

展
示
会
に
参
加
し
た
阪
大
の

能
木
准
教
授
は
「
ド
イ
ツ
企

業
は
川
上
か
ら
川
下
ま
で
幅

広
く
参
加
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｅ

に
関
す
る
技
術
の
集
積
を
感

じ
た
」
と
い
う
。
「
日
本
企

業
も
最
先
端
の
技
術
を
積
極

的
に
海
外
に
紹
介
し
て
ほ
し

い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
・
ア
ジ
ア
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トへ

。

　
文
部
科
学

省
は

日
、

事
業
に
無
駄

が
な
い
か
を

検
証
す
る

「
行
政
事
業

レ
ビ
ュ
ー
」

を
行
っ
た
。

同
日
、
点
検

対
象
と
な
っ

た
「
大
学
の

国
際
化
の
た

め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

外
部
有
識
者
６
人
の
投
票
で

「
抜
本
的
改
善
が
必
要
」
が

２
人
、
「
授
業
内
容
の
改
善

が
必
要
」
が
３
人
、
「
現
状

で
よ
い
」
が
１
人
。
成
果
を

測
る
指
標
が
適
切
か
ど
う
か

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

」
の
名
で
知
ら
れ
る
２
０

０
９
―

年
度
の
文
科
省
事

業
で
、
大
規
模
校

大
学
が

対
象
。
抜
本
的
改
善
で
は

「
日
本
人
学
生
に
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
改
革
が
必
要
」

「

日
本
人
・
外
国
人
混
合

の

受
講
に
よ
る
学
生
の
成

績
向
上
の
公
表
を
」
と
の
声

が
挙
が
っ
た
。
留
学
生
の
受

け
入
れ
増
だ
け
で
は
効
果
が

少
な
い
と
み
る
意
見
に
対

し
、
未
来
へ
の
投
資
効
果
は

長
期
視
点
が
い
る
と
の
見
方

も
あ
っ
た
。
授
業
改
善
で
は

「
学
部
と
大
学
院
の
目
的
は

分
け
て
」
「
学
生
寮
整
備
や

教
育
内
容
発
信
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
が
不
十
分
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
文
科
省
に
よ
る
と
同
事
業

で

大
学
で
は
、
英
語
に
よ

る
学
位
取
得
コ
ー
ス
新
設

年
４
月
ま
で

は
学
部

、
大
学
院
１
２
３
コ
ー

ス
。
英
語
の
授
業
を
担
当
す

る
教
員
の
国
際
公
募
で
、
外

国
人
教
員
比
率
は

年
の
５

・
６
％
か
ら

年
末
に
は
７

・
０
％
へ
高
ま
っ
た
。


